平成２８年度　広島県農村環境情報協議会（第３回）

　意見照会
１　日　　時　　平成２９年１月１２日（木）～２月３日（金）
２　方　　法　　資料を各委員に送付し書面による意見照会を実施
３　理　　由　　対象が当初計画（海岸保全）１地区と変更計画（ため池）１地区であり，地区内容から

生態系や環境への影響は大きくないと考えられるため。

４　意見照会先（委員）　前川委員長，実岡委員，水田委員，瀬川委員，三好委員，若宮委員
５　資　　料　　（１）広島県農村環境情報協議会　書面による意見照会について

（２）平成28年度(第3回)広島県農村環境情報協議会　資料
６　担当部署　　広島県農林水産局　農業基盤課　企画調査グループ

　　　　　　　　TEL（０８２）５１３－３６４９
７　主な意見

（１）本倉井地区（護岸改修）について

· 線的な工事で，既存施設に補強を施すものであり，施工時の配慮が最も重要な事案であると考えられるが，汚濁防止膜を設置して施工方法にも配慮がなされており，妥当と考える。

· 施工後は，護岸から汀線までの距離が消波ブロックの厚み相当分失われるので，生物の生息環境に影響がないとは言えないが，その範囲は限定的と判断され，施工は許容できると考える。

　　○ 海岸工事においては，施工管理が浮遊性土砂の拡散に影響するため，特に事前の周知徹底をお願いする。
　　○ シルトフェンス内側に大量の土砂がたまった場合の対策（土砂の撤去等）なども考慮のうえ，工事を行っていただきたい。

（２）柳ヶ坪池地区（ため池改修）について【変更計画】

· 当初計画時の審議から大きな変動は無いと考えられるので，基本的には計画変更部分にかかる新たに生じる課題の検討になるが，工期と施工面積と深さの変更には妥当な配慮がなされており，施工による支障は最小限にとどまり，施工は許容できると判断される。
○ 近隣住民にとって工事そのものは周知できているものの，それに伴う動植物の移動対策までは伝わらないと思われるので，できれば知ってもらう（取組みがあれば）良いのではないか。
７　配布資料

　　　資料１　計画変更地区　環境との調和への配慮状況一覧

　　　資料２　計画変更地区　個別説明資料（事業概要，計画平面図，参考資料）
